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教・育・問・答
校長 和田 孫博 先生 

［灘中学校・高等学校］
超絶テク満載！

算太・数子の算数教室

子どもの 明日を 考 える 教 育と 学 校 の 情 報 誌

紹介する学校
●共学校　●男子校　●女子校

●アサンプション国際
●香里ヌヴェール学院
●神戸学院大学附属
●常翔啓光学園
●雲雀丘学園
●帝塚山学院
●四條畷学園
●京都学園
●関西大倉
●三田学園
●神戸国際
●城星学園

●常翔学園
●金光八尾
●園田学園
●開明
●花園
●高槻
●灘

意外に知らない?!

中学受験のキホン

志望校を
    決める！

学校説明会・
文化祭・
体育祭でわが子の

私立中高 関西版
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２
０
１
７
年
度
よ
り
男
女
共
学
化
に

踏
み
切
り
、
校
名
を
『
聖
母
被
昇
天
学

院
』
か
ら
『
ア
サ
ン
プ
シ
ョ
ン
国
際
』

に
変
更
。
コ
ー
ス
も
『
ア
サ
ン
プ
シ
ョ

ン
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ（
A
E
）』と
、『
ア

サ
ン
プ
シ
ョ
ン
・
グ
ロ
ー
バ
ル（
A
G
）』

に
再
編
し
『
21
世
紀
型
教
育
』
に
取
り

組
む
同
校
。
こ
の
大
き
な
学
校
改
革
に

つ
い
て
、
江
川
昭
夫
校
長
は
次
の
よ
う

に
話
し
ま
す
。

「『
21
世
紀
型
教
育
』
の
目
的
は
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
。
多
様
化

す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
は
国
籍
・
年

齢
・
性
別
の
垣
根
を
越
え
た
“
多
様
な

価
値
観
”
を
養
い
、
自
分
の
思
い
を
自

分
の
言
葉
で
伝
え
ら
れ
る
人
物
を
育
み

た
い
と
い
う
願
い
か
ら
男
女
共
学
化
に

踏
み
切
り
ま
し
た
。
本
校
で
は
伝
統
的

に
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
『
21
世
紀
型
教
育
』
は
、
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
を
よ
り
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
さ
せ
て
い
き
ま
す
」

　
『
21
世
紀
型
教
育
』
は
3
つ
の
取
り

組
み
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
1

つ
目
は
『
英
語
イ
マ
ー
ジ
ョ
ン
教
育
』。

こ
れ
は
英
語
以
外
の
教
科
を
英
語
で

学
ぶ
と
い
う
も
の
で
す
。
ネ
イ
テ
ィ

ブ
教
員
×
日
本
語
教
員
の
テ
ィ
ー
ム

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
で
授
業
が
進
め
ら
れ
、

英
語
し
か
使
え
な
い
環
境
を
作
る
こ

と
で
、
で
き
る
だ
け
日
本
語
を
使
わ

な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
―
シ
ョ
ン
を
試
み
、

英
語
に
「
ど
っ
ぷ
り
つ
か
る
」
環
境

に
身
を
置
く
の
で
す
。

「
ネ
イ
テ
ィ
ブ
教
員
は
、
生
徒
に
呼
び

か
け
る
よ
う
に
問
い
か
け
ま
す
し
、
そ

の
内
容
も
違
い
ま
す
ね
。
決
め
ら
れ
た

答
え
に
導
く
の
で
は
な
く
、
一
人
ひ
と

り
が
ど
の
よ
う
な
考
え
方
を
す
る
の

か
、
会
話
を
膨
ら
ま
せ
ま
す
」

　

2
つ
目
は
『
P
B
L
（
課
題
解
決
）

型
授
業
』
の
推
進
。
同
校
で
は
、
こ
れ

を
す
べ
て
の
授
業
で
目
指
し
て
い
ま
す

が
、そ
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
が
「
探

究
科
」
の
授
業
で
す
。“
知
識
を
詰
め
込

む
”
と
い
う
受
け
身
の
学
力
・
知
性
で

は
な
く
、
積
極
的
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
の
主
体
的
・

対
話
的
な
深
い
学
び
で
、
自
分
の
頭
で

考
え
、
課
題
を
見
つ
け
解
決
し
て
い
く

“
課
題
解
決
力
”
と 

“
新
た
な
ア
イ
デ
ィ

ア
を
創
造
す
る
力
”
で
、「
正
解
の
な
い

問
い
に
挑
戦
す
る
力
」
を
育
み
ま
す
。

　

そ
し
て
3
つ
目
は
、
こ
れ
ら
の
教

育
を
充
実
さ
せ
、
可
能
性
を
広
げ
て

い
く
『
I
C
T
ツ
ー
ル
』
の
活
用

で
、
校
内
に
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
電
子

黒
板
な
ど
の
I
C
T
環
境
が
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。
イ
マ
ー
ジ
ョ
ン
教
育

と
P
B
L
（
課
題
解
決
）
型
授
業
で

身
に
つ
い
た
英
語
力
や
思
考
力
、
課

題
解
決
力
、
創
造
力
を
も
っ
て 

“
情

報
収
集
力
”
と
、
意
見
の
“
発
信
力
”

を
高
め
て
い
く
の
で
す
。

「
教
員
の
会
議
な
ど
も
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

に
な
り
ま
し
た
。
生
徒
が
学
ぶ
前
に
ま

ず
、
自
分
た
ち
が
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
か
ら
で
す
。
議
題
も
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ン

は
英
語
に
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

　

ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
と
し
て
、

希
望
者
を
対
象
に
、
ア
メ
リ
カ
や
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
な
ど
へ
の
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意

し
て
い
ま
す
。

「
た
だ
、
ま
ず
は
校
内
で
国
際
交
流
を

し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
カ
ト
リ
ッ
ク
校

で
世
界
30
カ
国
以
上
に
姉
妹
校
が
あ
る

本
校
は
国
際
交
流
が
さ
か
ん
で
、
常
に

フ
ラ
ン
ス
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
国
か
ら
の
修
学
旅
行
生
や
留
学
生

が
来
校
し
て
お
り
、
校
内
は
い
ろ
い
ろ

な
言
語
が
飛
び
交
っ
て
い
て
国
際
色
が

豊
富
で
す
。
生
徒
も
積
極
的
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
ま
す
」

　

こ
れ
か
ら
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
社

会
に
対
応
で
き
る
力
。
同
校
で
は
す

で
に
そ
の
土
台
が
築
か
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。

『21世紀型教育』が始動！

『英語イマージョン教育』は、英語以外の教科を英語で学びます。
「音楽では歌を歌って英語の発音に親しんだり、数学では写真を見ながら数の概
念について学びます。英語で学び英語で考えることで、日本語で思考するときとは
違った視点を持つことができます」（江川校長）
英語イマージョン授業では、ネイティブ教員を日本語教員がサポート。生徒たちは
教室にあふれる英語のシャワーに物おじせず、積極的に授業に参加していました。
理解不足の生徒には身振り手振りや、わかりやすい単語で説明。日本語は最終
手段です。

数学・理科・音楽も英語で学ぶ『英語イマージョン教育』

教科の枠組みを超えた横断的な学びを実践するため、中高ともに『探究科』を科目と
して設置。現在は国連が掲げる『SDGs（世界を変えるための17の目標）』に沿って、
貧困や飢餓、環境、産業などをテーマにプレゼンテーションやディスカッション、ディベー
トなどで、世界が直面している様 な々問題を解決することを目標にしています。
また、不定期ながら、江川校長が講師となり、希望者を対象に、与えられたテーマに
沿って考えるグループワーク『校長哲学講座』が行われています。

「たとえばフィリピンにあるスラム街・スモーキーマウンテンの写真を見ながら討論し、
英語で発表。厳しい環境の中で、けんめいに生きる子どもたちを救うには何をするべ
きかを考えます。最後に出てきた言葉は“世界を変えることは視点を変えること”です。
これこそ本校が目指す21世紀型教育の根幹となる考え方なのです」（江川校長）

探究科の科目設定は『PBL（課題解決）型授業』を牽
けんいん

引

21世紀型教育では、ICTツールの活用も必要となっていま
す。1人1台タブレット端末を保有し、情報の収集・発信がで
きるように指導しています。
これらの教育の実践のために『フューチャールーム』を新設。
天井から床まで画像や映像が映し出されたり、机や椅子も自
由に移動できるなど、グループワークやプレゼンテーションな
どのPBL（課題解決）型授業に最適な学習環境が整えられ
ています。

ICTツールを
フレキシブルに活用 『AEコース』は、英語を重点的に強化するコースで、英数

理+総合学習で英語イマージョン教育を実施し、高度な英
語力の育成を目指しています。

『AGコース』は全教科でPBL（課題解決）型、探究型授業
を行い、「主体的で対話的な深い学び」へと導きます。
ただどちらのコースにおいても、英語イマージョン教育、PBL

（課題解決）型授業を推進しており、違いはどちらに重点
が置かれているかということです。

コース制を新設

注目の
学校
注目の
学校

『
21
世
紀
型
教
育
』で

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
を
生
き
抜
く

多
様
性
に
富
む
人
材
を
育
成

アサンプション
国際

「学校改革で、教員の意識も変わってきました。今は日本語教員、ネイティブ教員、全教職員が
一丸となって、より良い学校にしていこうという気概に満ちています」（江川昭夫校長）

取材・文／大松有紀子　撮影／池本 昇
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